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※上記写真の錠前は、現在使用されていません。

投入口側 取出口側

（※写真は、F3049-S/P107）

軽音タイプの郵便受箱は扉をあおって閉めても、故意に強くしない限り閉まりません。
通常の手をそえて閉める操作でやさしく閉まります。軽音タイプには扉や差入口プレートが本体に当る衝突音を
防ぐための制振材が強化され、差入口プレートの反動を抑えるスプリングなども追加されています。
集合メイルボックスの設置される場所が居室の横や下に位置する場合は、特に取付けられるメイルボックスと
壁（躯体）との間に防振ゴムなどを使用して固体伝搬音（壁を伝わる音）を防ぐ必要があります。

EZクローザー 扉を閉める際、EZクローザーが衝撃を吸収し
扉をゆるやかに引き込みます。

● 軽音メイルボックス

扉が閉まる強い衝撃音がありません

詳細図：P084参照


